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任
期
満
了
に
伴
い
、
新
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

農
業
委
員
は
、
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
、
農
地
転
用
申
請
な
ど
審
議
や
農
業

委
員
会
活
動
の
活
動
方
針
の
決
定
を
主
に
行
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、活
動
方
針
に
沿
っ
て
、担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
農
地
利
用
最
適

化
に
関
す
る
業
務
な
ど
現
場
の
活
動
を
主
に
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

新
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
紹
介

問い合わせ 農業委員会事務局　☎75−4831

　
農
地
を
耕
作
目
的
で
権
利
取

得
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
３

条
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
必
要

で
す
。
こ
の
許
可
要
件
の
ひ
と

つ
に
、
取
得
後
の
耕
地
面
積
の

合
計
が
５
，０
０
０
㎡
（
５０
ａ
）

に
達
し
な
い
場
合
は
許
可
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
「
下

限
面
積
要
件
」
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
・
解
消
お
よ
び
新
た

な
担
い
手
の
確
保
を
目
的
と
し

て
、
農
地
法
施
行
規
則
第
１７
条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
左

記
の
と
お
り
下
限
面
積
を
設
定

し
ま
し
た
。

【下限面積（別段面積）の設定】

設 定 地 域 下限面積

１．市内全域 ５，０００㎡（５０ａ）

２．�多久市空き家情報登録制度【空き
家バンク】に登録された空き家に
付随する農地

　　ただし次の条件を満たすこと。
　　⑴農振農用地以外の農地
　　⑵農地を適正に管理すること
　　⑶住民登録を行い、居住すること

１ ㎡

農地利用最適化推進委員（10人） 農業委員（12人）

野
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方
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良
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藤
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敬
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雄
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荒
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鷲
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﨑
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德
のり

（牟田辺） 塚
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元
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利
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梶
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弘
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﨑
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子
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【職務代理者】　　　

梶
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広
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鳥
とり

井
い

　信
のぶ

明
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上
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　美
よし

弘
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富
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永
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田
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野
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光
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海
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諸
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石
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郎
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籠
こ

　裕
ひろ

晃
あき

（番　所）

原
はら

　久
く

美
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【会　長】　　　　　

小
こ

園
ぞの

　敏
とし

則
のり

（山犬原）

任期：平成29年 7 月20日～平成32年 ７ 月19日（ ３ か年）

農
地
取
得
等
に
係
る

　
下
限
面
積
が
変
わ
り
ま
す

�

（
別
段
面
積
の
設
定
）

問い合わせ 農業委員会事務局　☎75−4831

（
１０
月
１
日
か
ら
）


